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　市では、中心市街地の復興について、中心部に核となる大型店舗を配置し、その周辺部に小型店舗等

の商業施設、文化施設や新陸前高田駅等の公共・公益的施設を配置するコンパクトな市街地を形成する

こととしています。

　このたび、中心市街地の造成を早期に進めるため、中心市街地に津波復興拠点整備事業を導入する都

市計画案を作成しましたので、次のとおり住民説明会を開催します。

　日時　３月２６日（水）午後７時～

　場所　市役所４号棟第６会議室

　内容　都市計画　一団地の津波防災拠点市街地形成施設（高田南地区）について

※津波復興拠点整備事業…津波が発生した場合においても都市機能を維持するための拠点を整備する事

業

問い合わせ先　都市計画課計画係（内線４５０）

新市街地のイメージ図津波復興拠点の区域図

津波復興拠点整備事業（高田南地区）
の説明会を開催

問い合わせ先

日時

場所

内容



２０１４年（平成２６年）　 ３月１５日号　②

　

「
本
格
復
興
年
」
と
位
置
付
け

た
昨
年
は
、
国
、
県
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
震
災
復
興
計
画
に

掲
げ
た
各
種
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、
様
々
な
復
興
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
復
興
事
業
が
進
展
し

て
い
く
中
で
新
た
な
課
題
が
次
々

と
生
じ
、
思
う
よ
う
に
復
興
が
進

ま
な
い
状
況
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ

た
１
年
で
も
あ
り
、
平
成
26
年
度

は
、
国
に
対
し
て
被
災
地
の
現
状

や
課
題
を
し
っ
か
り
と
訴
え
な
が

ら
、
陸
前
高
田
市
の
復
興
を
成
し

遂
げ
る
た
め
、
決
意
を
新
た
に
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
者
の
恒
久
的
な
住
宅
供
給

に
つ
い
て
は
最
優
先
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

防
災
集
団
移
転
に
よ
る
住
宅
団

地
整
備
は
、
昨
年
か
ら
各
団
地
の

造
成
工
事
が
本
格
化
し
て
お
り
、

高
田
町
、
気
仙
町
今
泉
地
区
を
除

い
た
地
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
27

か
所
の
う
ち
、
す
で
に
25
か
所
で

工
事
着
手
し
、
６
か
所
で
造
成
工

事
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
は
、
高
田
町
下

和
野
地
区
ほ
か
３
地
区
で
、
平
成

26
年
度
中
に
入
居
が
で
き
る
よ
う

整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
気
仙
川
河
口
部
に
整
備
を
進

め
て
い
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
「
希

望
の
か
け
橋
」
の
始
動
に
よ
り
、

加
速
度
的
に
事
業
を
推
進
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整

備
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た

め
、「
都
市
整
備
局
」
を
新
設
し
、

局
内
に
「
市
街
地
整
備
課
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
都
市
計
画
課
を

編
入
し
、
市
街
地
再
生
に
向
け
て

よ
り
一
層
の
整
備
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
内
に
「
教

育
施
設
整
備
室
」
を
新
た
に
設
置

し
、
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
と

社
会
教
育
施
設
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
と
素
晴
ら
し
い
景

色
、
そ
し
て
心
の
優
し
い
市
民
が

い
る
陸
前
高
田
市
こ
そ
、
障
が
い

を
持
つ
方
々
な
ど
が
も
っ
と
も

「
暮
ら
し
や
す
く
、
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
送
れ
る
」
地
域
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
※

と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち
づ

く
り
」
の
機
運
を
醸
成
さ
せ
る
た

め
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
、
ま
ず
は
市
役
所
内
部
の

各
部
署
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
３
月

に
仙
台
市
に
お
い
て
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
の
中
で
「
高
齢
者
・
障
が

い
者
」
に
関
す
る
部
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
本
市
で
の
開
催
実
現

に
向
け
て
国
連
や
国
に
対
し
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

陸
前
高
田
市
震
災
復
興
計
画

に
基
づ
く
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
等

の
復
興
事
業
、
公
共
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
の
よ
り
一
層
の
促
進
を

図
る
た
め
、
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
、
１
２
９
３
億
６
千
万
円
と
な

り
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
、
２
７
４
億
４
９
０
０
万
円
、

26
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
過
去
最

大
の
予
算
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

■
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」

　

津
波
防
災
施
設
に
つ
い
て
は
、

高
田
北
地
区
西
区
復
興
整
備
事
業

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
、
８
月

下
旬
に
完
成
予
定
の
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
と
と
も
に
、
東
区
復
興
整

備
事
業
と
し
て
、
避
難
所
等
の
機

能
を
併
せ
持
っ
た
総
合
交
流
セ
ン

タ
ー
の
造
成
工
事
お
よ
び
実
施
設

計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
道
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
合

っ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
た
め
、
国
道
45
号
ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
交
差
点
と
高
田
地
区
の

高
台
に
整
備
さ
れ
る
拠
点
エ
リ
ア

を
浸
水
区
域
外
の
ル
ー
ト
で
直
接

結
ぶ
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お

け
る
地
区
の
孤
立
や
物
資
の
不
足

に
備
え
る
た
め
、
防
災
備
蓄
倉
庫

を
各
地
区
に
配
備
し
、
災
害
時
の

応
急
救
援
体
制
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

■
「
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

高
田
松
原
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
基
本
計
画
策
定
へ
進
む
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
、

県
と
協
力
し
な
が
ら
、
復
興
祈
念

公
園
の
具
体
的
な
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
の
鉄
路
に
よ

る
早
期
全
線
復
旧
を
、
鉄
道
事
業

者
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
地

域
間
幹
線
バ
ス
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の

幹
線
交
通
へ
の
接
続
性
を
向
上
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
３
月
23
日
に
陸
前
高

田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
通
岡

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間

　

２
月
27
日
に
平
成
26
年
第
１
回

定
例
会
が
開
会
し
、
新
年
度
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
戸
羽
太
市
長
が

施
政
方
針
を
、
横
田
祐
佶
教
育
委

員
長
が
教
育
行
政
方
針
を
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

「
復
興
展
開
期
」

さ
ら
な
る
復
興
事
業
の
推
進
を
図
る

　
　
　
　
　
　「
正
念
場
の
一
年
」

平
成
26
年
度
所
信
表
明

多
様
な
復
興
事
業
を
加
速
度
的
に
推

進
す
る
た
め
の
行
政
組
織
の
強
化

震
災
復
興
計
画
の
着
実

な
推
進

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

予
算
編
成
方
針

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向



【
用
語
解
説
】
※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…
障
が
い
者
と
健
常
者
が
特
別
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
が
、
本

来
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
。

③

が
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、
平
成

23
年
度
に
事
業
化
さ
れ
た
唐
桑
北

か
ら
陸
前
高
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
の
区
間
で
は
、
用
地
取
得

等
も
進
み
、
改
良
工
事
、
橋
梁
工

事
等
が
順
次
着
手
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

■
「
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　

恒
久
的
な
住
宅
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を

県
と
協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
推

進
す
る
ほ
か
、
自
力
再
建
者
を
対

象
に
、
引
き
続
き
市
の
独
自
支
援

と
し
て
給
水
工
事
・
道
路
整
備
工

事
等
の
支
援
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

横
田
町
堂
の
沢
・
本
宿
地
区
等
の

水
道
施
設
整
備
事
業
に
着
手
し
、

一
日
も
早
い
水
道
水
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
陸

前
高
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
災
害
復

旧
事
業
が
３
月
で
完
了
し
、
４
月

か
ら
処
理
業
務
を
再
開
さ
せ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　

高
田
保
育
所
・
広
田
保
育
園
の

再
建
に
つ
い
て
は
、
保
育
環
境
の

充
実
し
た
中
核
施
設
と
な
る
よ

う
、
子
育
て
相
談
が
で
き
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
幼
児
教
育

等
に
も
対
応
で
き
る
機
能
を
併

せ
持
っ
た
施
設
と
し
て
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

営
農
指
導
に
つ
い
て
は
、
浜
田

川
地
区
に
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー
等

の
整
備
を
図
り
、
営
農
指
導
体
制

の
強
化
と
新
規
就
農
者
の
育
成
体

制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
所
得
対
策
と
し
て
、

同
地
区
に
大
規
模
園
芸
施
設
を
整

備
し
、
高
収
益
園
芸
作
物
な
ど
の

新
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、
気
候

特
性
を
活
か
し
た
農
業
生
産
技
術

の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

　

漁
業
者
の
生
活
支
援
と
担
い
手

確
保
に
つ
い
て
は
、
が
ん
ば
る
養

殖
復
興
支
援
事
業
等
に
よ
る
支
援

を
継
続
し
、
安
定
し
た
漁
業
収
入

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
地

域
の
水
産
資
源
を
利
用
し
た
活
動

や
食
育
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
広

く
漁
業
の
魅
力
を
伝
え
、
漁
業
後

継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
と
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
誘
客
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
復
興
状
況
や
防

災
の
教
育
旅
行
、
企
業
研
修
な
ど

の
市
外
か
ら
の
観
光
誘
客
の
促
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
広
域
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
９
月

に
認
定
を
受
け
た
「
三
陸
ジ
オ
パ

ー
ク
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
古
屋
市
と
の
間
で
、

「
姉
妹
都
市
」
な
ら
ぬ
「
兄
弟
都
市
」

の
協
定
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

推
進
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
自

給
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と

市
民
意
識
の
醸
造
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
等
に
太
陽
光
発

電
お
よ
び
蓄
電
設
備
を
設
置
し
、

災
害
時
に
お
い
て
も
一
定
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
自
給
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
「
協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
高
田
北
地
区
西
区

復
興
整
備
事
業
に
お
い
て
進
め
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
建

設
工
事
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
施
設
の
利
用
開
始
に
向
け
た

運
営
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

　

震
災
４
年
目
を
迎
え
る
本
年

は
、
震
災
復
興
計
画
の
「
復
興
展

開
期
」
に
入
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
復
興
事
業
の
進
ち
ょ
く
を
図

る
こ
と
で
市
民
の
皆
さ
ん
す
べ
て

が
復
興
を
実
感
で
き
る
年
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
約
３
年
が
経

過
し
ま
す
が
、
家
庭
状
況
、

教
育
環
境
等
が
依
然
と
し
て

厳
し
い
実
情
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
を
最

重
点
と
し
「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
身

体
」
を
育
成
し
学
校
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
生
涯
学

習
・
社
会
教
育
の
機
能
回
復

と
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

　

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
中

心
に
、
地
域
活
動
や
、
住
民

の
学
習
・
交
流
機
会
を
設
け
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
支
援
し
ま
す
。

■
「
学
校
教
育
の
推
進
」

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
具
体
的
目
標
に
よ
り
学

力
定
着
を
図
り
、「
学
び
の
部

屋
」、「
英
語
の
部
屋
」
等
を

継
続
実
施
し
、
学
力
や
英
語

力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
関

係
機
関
が
連
携
し
、
長
期
に

わ
た
る
「
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
」
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
実
践
的
・

主
体
的
な
防
災
教
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
に
向
け
た
意

見
発
表
会
等
の
開
催
を
通
じ
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

　

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
等
の
改
善
、
学
校
の
防
災

機
能
強
化
等
、
引
き
続
き
安

全
性
や
利
便
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

今
後
の
学
校
再
編
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
、
地

域
の
方
々
と
話
し
合
い
を
十

分
に
重
ね
推
進
し
ま
す
。

　

被
災
し
た
学
校
教
育
施
設

や
社
会
教
育
施
設
等
の
災
害

復
旧
工
事
が
本
格
化
す
る
こ

と
か
ら
、
効
率
的
な
事
業
推

進
を
図
る
た
め
、
教
育
施
設

整
備
室
を
新
設
し
ま
す
。

■
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会

や
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

平
成
28
年
度
の
第
71
回
国
民

体
育
大
会
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
開
催
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

■
「
芸
術
文
化
の
振
興
」

　

各
種
芸
術
文
化
団
体
等
と

の
連
携
・
協
働
を
進
め
、
芸

術
文
化
活
動
を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
緊
急

発
掘
調
査
事
業
に
お
け
る
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
長
教
育
行
政
方
針
演
述
（
要
旨
）

横田祐佶
教育委員長

震
災
復
興
計
画
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
「
復
興
展
開
期
」



２０１４年（平成２６年）　 ３月１５日号　④

的　　　　　場
落　　　　　合
三　　ノ　　戸
生 出 農 協 前
生 出 小 学 校
矢　作　清　水
木　　戸　　口
滝　　見　　橋
矢 作 中 学 校
小　　黒　　山
合　　　　　場
坂　　　　　下
中　　　　　平
中　平　倉　庫
二　　　　　又
山　　崎　　橋
信　　　　　内
梅　　ノ　　木
大　　梨　　前
湯　　漬　　畑
矢　作　駅　前
農協下矢作支所
元　　屋　　敷
神　　明　　前
中　　島　　橋
廻　　舘　　橋
竹　駒　駅　前
仲　　の　　沢
見　　世　　前
市　役　所　前
鳴 石 団 地 前
鳴石ストア前
和 野 会 館 前
サンビレッジ高田
高 田 病 院 前
米崎小学校前

７：３０
７：３１
７：３３
７：３４
７：３５
７：３６
７：３７
７：４１
７：４３
７：５３
７：５６
７：５８
７：５９
８：０１
８：０３
８：０５
８：０６
８：０８
８：１０
８：１２
８：１４
８：１５
８：１６
８：１７
８：１８
８：１９
８：２０
８：２１
８：２２
８：２５
８：２７
８：２８
８：２９
８：３１
８：３４
８：３５

１０：３０
１０：３１
１０：３３
１０：３４
１０：３５
１０：３６
１０：３７
１０：４１
１０：４３
１０：５３
１０：５６
１０：５８
１０：５９
１１：０１
１１：０３
１１：０５
１１：０６
１１：０８
１１：１０
１１：１２
１１：１４
１１：１５
１１：１６
１１：１７
１１：１８
１１：１９
１１：２０
１１：２１
１１：２２
１１：２５
１１：２７
１１：２８
１１：２９
１１：３１
１１：３４
１１：３５

１４：２５
１４：２６
１４：２８
１４：２９
１４：３０
１４：３１
１４：３２
１４：３６
１４：３８
ー
ー
ー
ー
ー

１４：３９
１４：４１
１４：４２
１４：４４
１４：４６
１４：４８
１４：５０
１４：５１
１４：５２
１４：５３
１４：５４
１４：５５
１４：５６
１４：５７
１４：５８
１５：０１
１５：０３
１５：０４
１５：０５
１５：０７
１５：１０
１５：１１

停留所名 １便 ２便 ３便
米崎小学校前
高 田 病 院 前
サンビレッジ高田
和 野 会 館 前
鳴石ストア前
鳴 石 団 地 前
市　役　所　前
見　　世　　前
仲　　の　　沢
竹　駒　駅　前
廻　　舘　　橋
中　　島　　橋
神　　明　　前
元　　屋　　敷
農協下矢作支所
矢　作　駅　前
湯　　漬　　畑
大　　梨　　前
梅　　ノ　　木
信　　　　　内
山　　崎　　橋
二　　　　　又
中　平　倉　庫
中　　　　　平
坂　　　　　下
合　　　　　場
小　　黒　　山
矢 作 中 学 校
滝　　見　　橋
木　　戸　　口
矢　作　清　水
生 出 小 学 校
生 出 農 協 前
三　　ノ　　戸
落　　　　　合
的　　　　　場

９：００
９：０１
９：０４
９：０６
９：０７
９：０８
９：１０
９：１３
９：１４
９：１５
９：１６
９：１７
９：１８
９：１９
９：２０
９：２１
９：２３
９：２５
９：２７
９：２９
９：３０
９：３２
－
－
－
－
－
９：３３
９：３５
９：３９
９：４０
９：４１
９：４２
９：４３
９：４５
９：４６

１２：４０
１２：４１
１２：４４
１２：４６
１２：４７
１２：４８
１２：５０
１２：５３
１２：５４
１２：５５
１２：５６
１２：５７
１２：５８
１２：５９
１３：００
１３：０１
１３：０３
１３：０５
１３：０７
１３：０９
１３：１０
１３：１２
１３：１４
１３：１６
１３：１７
１３：１９
１３：２２
１３：３２
１３：３４
１３：３８
１３：３９
１３：４０
１３：４１
１３：４２
１３：４４
１３：４５

１６：００
１６：０１
１６：０４
１６：０６
１６：０７
１６：０８
１６：１０
１６：１３
１６：１４
１６：１５
１６：１６
１６：１７
１６：１８
１６：１９
１６：２０
１６：２１
１６：２３
１６：２５
１６：２７
１６：２９
１６：３０
１６：３２
１６：３４
１６：３６
１６：３７
１６：３９
１６：４２
１６：５２
１６：５４
１６：５８
１６：５９
１７：００
１７：０１
１７：０２
１７：０４
１７：０５

停留所名 １便 ２便 ３便

▼的場発、米崎小学校前行き ▼米崎小学校前発、的場行き

小黒山経由生出線　時刻表

主な変更点

○「的場線」「合場線」を統合して、「的場～小黒山経由～米崎小学校前」を結ぶ「小黒山経由生出線」と

　なります。

○「合場」の先に「小黒山」の停留所が設置されます。

○統合路線は、的場～米崎小学校前間を１日３往復し、そのうち小黒山を経由する便は１日２往復にな

　ります。

※米崎小学校前発・的場行き

　の第１便、的場発・米崎小

　学校前行きの第３便は合場

　方面へ運行しません。

○時刻表の設定は、乗り継ぎ

　利用者の多い細浦経由高田

　線との乗り継ぎを考慮してい

　ます。

○平成２６年４月の消費税増

　税に伴い、運賃が１４０円

　～４１０円の区間で１０円

　の値上げとなります。上限

　運賃５００円の設定は継続

　します。

※岩手県交通（株）の細浦経

　由高田線、陸前高田住田線

　についても同様に消費税増

　税に伴う値上げとなります。

問い合わせ先　　岩手県交通（株）大船渡営業所☎（２６）３７３０

的場線・合場線が小黒山経由生出線に変更

４月１日から

小黒山経由　路線図

◎：幹線交通との主な乗継拠点

的場線・合場線が小黒山経由生出線に変更
主な変更点

問い合わせ先



⑤

　「助けあい、支えあい、ともにつくるくらしの安心」

を目指して、沿岸地域を含めた県内２１万世帯の組合員

とともに、事業や活動を通して、地域の復興のため支

援活動に取り組んでいます。共同購入または移動販売

車「にこちゃん号」による買い物支援は人との関わり

を持つきっかけとなり、また、会話を楽しむことは笑

顔との出会いにつながっています。そのほかにも、ふ

れあいサロンの開催、祭りの応援やイベント実施、住

民や福祉作業所などの手作り品の販売を通してコミュ

ニティが生まれるように、そして、まちづくりへの一

歩につながるような活動をこれからも続けていきます。

◇移動販売車「にこちゃん号」は、広田・米崎・高田・

 　「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづく

り」を目指し、日々、皆さんの生活に寄り添う活動を

行っています。

　各地域に配置された生活支援相談員による被災者見

守り訪問活動やサロン活動、高齢者の社会参加と生き

　中間支援、仮設住宅自治会サポート、コミュニティの

再生・新生サポートを３本柱に、支援員の活動や情報誌

「連絡会通信」の発行を通して住民の皆さんのお手伝い

をしています。

　コミュニティサポートでは、地域再生へ向けた住民の

陸前高田市まちづくりプラットフォーム　事務局　☎（４７）４７７６　ＦＡＸ（４７）４７７８

情報がたくさんつまったウェブサイトはこちら！　http://rikuzentakata-mpf.org　　

【大根コンのうた♪でおなじみ】
東日本大震災復興支援
大根コンプロジェクト

【医療機関への送迎支援】
公益財団法人

みちのく衛生の会

「誰かを見守ると同時に、誰かに見守られている。」互いを思いやる温かい地域のつながりは、私たち
が暮らすまちの誇れるところです。こうした地域に寄り添う形で行われている生活支援に関わる活動
を紹介します。　

【連絡先】
０９０（６２５７）０１３１

【連絡先】
０９０（４０４５）５１１１
月～金 ９：００～１４：００

平泉から皆さんに元気と健康をお届けする活動をしています。仮設住宅や公
民館では健康体操やお茶会で楽しくいきいき、保育所や高齢者施設では大根
コンの歌や、他県からの訪問者と心と体を元気にする活動を行っています。

仮設住宅の人を対象とした医療機関への送迎支援活動を行っています。利
用希望者は左記連絡先に事前予約をお願いします。
http://www.mtnkeisei.com/

がいづくりのための「い

きいきライフ」事業、ボ

ランティアセンターの運

営、その他各種福祉事業

を展開しています。

【連絡先】

☎（５４）５１５０

皆さんの自主的な活動

（勉強会・交流会の開催

など）に協力していま

す。気軽にお声がけく

ださい！

【連絡先】

☎（４７）４３８５

（平日 ９：００～１８：００）

　陸前高田市まちづくりプラットフォームは、地域の連携や協働を生み
出すための、市内外さまざまな団体のネットワーク組織です。　
　「陸前高田の復興・まちづくり」に関して、市内で行われているさま
ざまな取り組みの情報をまとめて、共有と発信を行っています。
　このコーナーでは、分野ごとの取り組みの紹介や、皆さんが利用・活
用できる情報をお届けします。

竹駒・気仙・横田の１５

か所を毎週３回定期巡

回中◇ふれあいサロン

は、陸前高田市では毎

月９仮設住宅で、沿岸全

体では毎月４３会場で開

催◇バスボランティア

は、２０１３年末までに

１１３回実施。１００回

記念は戸羽太市長をお迎

えし実施しました。　

【連絡先】組織本部 復興

支援グループ　☎０１９

（６０３）８２９９（月

～土　９：００～１８：

００）

復興支援・まちづくりに関する各種活動をご紹介！

復興支援・まちづくりレポート⑦

その他　「生活支援」に関する窓口や団体の連絡先

生活支援
「４年目の見守り・支え合いを考える」
　　　　生活に根ざしたサポート活動を紹介します。

ともにつくるくらしの安心 地域に寄り添う 福祉のまちづくり

暮らしのための「つなぎ役」

生活支援

（いわて生協） （陸前高田市社会福祉協議会）

（陸前高田市仮設住宅連絡会）



２０１４年（平成２６年）　 ３月１５日号　⑥

今月の みなさんの読みたい・
調べたいを応援します。新刊図書新刊図書
図書館　☎（５４）３２２７

・「逃亡者」　新堂　冬樹　著　角川春樹事務所

・「人生はまだ旅の途中」　桐島　洋子　著　大和書房

・「北軽井沢に消えた女」西村　京太郎　著　徳間書店

・「漁師の愛人」森　絵都　著　文芸春秋

・「ペテロの葬列」　宮部　みゆき　著　集英社

・「殺したい蕎麦屋」椎名　誠　著　新潮社

・「月日の残像」山田　太一　著　新潮社

・「雨の底」　北原　亜以子　著　新潮社

　

で
き
る
だ
け
長
く
自
分
の

足
で
歩
け
る
よ
う
体
を
整
え

ま
し
ょ
う
。
日
常
的
に
で
き

る
「
歩
け
る
体
」
の
土
台
づ

く
り
や
、「
歩
け
る
体
」
を

維
持
、
向
上
さ
せ
る
ゆ
る
ラ

ク
運
動
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。

高
齢
期
に
入
っ
て
か
ら
の
食

事
・
栄
養
の
大
切
さ
も
伝
え

ま
す
。

「１００歳まで元気に歩ける

　　　体づくり　７５のコツ」

大江　隆史　著　（主婦と生活社）

・「ボケないための笑いヨガ」　高田　佳子　著　春陽

　堂書店

・「「無罪」を見抜く　－裁判官　木谷明の生き方－」　

　木谷　明　著　岩波書店

・「おなかやせ定食－たっぷりごはんとシンプルおかず

　－」　柏原　ゆきよ　著　主婦の友社

・「日本人のならわしと暮らし暦１２か月」　海竜社

・「パリのチョコレートレシピ」　多田　千香子　著　

　風鳴舎

・「川澄健のいちばんわかりやすい！飾り巻きずしの作

　り方」　川澄　健　著　主婦の友社

・「最新四川料理の教本　－極める伝統料理と基本の技

　－」　誠文堂新光社

・「ホルトハウス房子　私のおもてなし」　ホルトハウ

　ス房子　著　復刊ドットコム

・「最高の木造住宅をつくる方法」　三澤　康彦　著　

　エクスナレッジ

・「胃がん手術後の生活読本　－早期回復のための食事

　ケア　退院後の生活と健康管理－」　佐野　武　著　

　主婦と生活社

・「全天星座百科」　藤井　旭　著　河出書房新社

・「ゼロ戦と日本刀　－美しさに潜む「失敗の本質」－」

　百田　尚樹　著　ＰＨＰ研究所

・「ＮＨＫ連続テレビ小説ごちそうさんレシピブック」

　朝日新聞出版

・「面倒だから、しよう」渡辺　和子　著　幻冬舎　

　いつも移動図書館車「はまゆり号」「やまびこ号」をご利用いただきありがとうございます。お

かげさまで、移動図書館の運行場所が４４か所になりました。

　図書館では、新年度に向けて新しい運行場所を募集しています。図書館から遠くにお住まいの人、

交通手段がない人など、移動図書館の利用希望をお寄せください。車内には、小説のほか、実用書（料

理、手芸、趣味の本）、雑誌（クロワッサン、オレンジページ、すてきにハンドメイトなど）、児童書、

紙芝居、郷土資料、震災関連図書なども取りそろえており、探している本がなければリクエストも

できます。

　なお、毎月「広報りくぜんたかた」１５日号に運行予定表を掲載していますので、移動図書館車

が近くに来たときには、皆さん気軽にお立ち寄りください。

問い合わせ先　図書館　☎（５４）３２２７

「移動図書館車」 運行場所募集！

はまゆり号、やまびこ号

●実用書●

●小説・エッセイ●

「移動図書館車」 運行場所募集！

おすすめ

の
１冊

問い合わせ先



⑦

町 名 収　集　行　政　区

２区～７区
８区～１４区
１区、１５区、１６区
１区～８区
１区～７区
４区
１区～３区、５区、６区
７区～９区
１０区～１４区
１区～３区、１７区
４区、５区、１６区
６区～８区
９区、１１区、１２区甲乙
１０区、１３区～１５区
１区～５区甲乙
６区甲乙～１１区
１区～７区
８区～１０区
１２区、１３区
１区～３区、１１区、１４区、１５区
４区～７区
８区～１０区

２３日（水）
２４日（木）
２５日（金）
１７日（木）
１６日（水）
　１日（火）
１８日（金）
２８日（月）
２２日（火）
　７日（月）
　１日（火）
　２日（水）
　３日（木）
　４日（金）
１４日（月）
　８日（火）
　９日（水）
１０日（木）
１０日（木）
１１日（金）
２１日（月）
１５日（火）

１６日（水）
１７日（木）
１８日（金）
１０日（木）
　９日（水）
２２日（火）
１１日（金）
２１日（月）
１５日（火）
２８日（月）
２２日（火）
２３日（水）
２４日（木）
２５日（金）
　７日（月）
　１日（火）
　２日（水）
　３日（木）
　３日（木）
　４日（金）
１４日（月）
　８日（火）

　９日（水）
１０日（木）
１１日（金）
　３日（木）
　２日（水）
１５日（火）
　４日（金）
１４日（月）
　８日（火）
２１日（月）
１５日（火）
１６日（水）
１７日（木）
１８日（金）
２８日（月）
２２日（火）
２３日（水）
２４日（木）
２４日（木）
２５日（金）
　７日（月）
　１日（火）

燃えないごみ 空きびん 新聞・チラシ
雑誌・段ボール

矢作１～１６区

横田１～８区

竹駒１～７区

気仙１～１４区

高田１～５区と１６区

高田６～１５区と１７区

米崎１～１１区

小友１～１０区

広田１～１５区

（水）（土）

（火）（金）

（火）（金）

（水）（土）

（月）（木）

（火）（金）

（火）（金）

（月）（木）

（月）（木）

矢　作

横　田
竹　駒

気　仙

高　田

米　崎

小　友

広　田

（単位：μ㏜／時）

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .  3

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 2 .21

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 2 .20

H26. 1 .23

0.15

0.07

0.16

0.08

0.04

0.13

0.13

0.08

0.10

0.14

0.07

0.20

0.10

0.06

0.08

0.07

0.08

0.13

0.08

0.15

0.09

0.04

0.12

0.15

0.07

0.10

0.10

0.06

0.13

0.08

0.06

0.07

0.09

0.08

0.10

0.07

0.11

0.09

0.03

0.10

0.10

0.07

0.11

0.10

0.06

0.10

0.06

0.05

0.07

0.07

0.09

玄関前（0.09、0.09、0.08）

玄関前（0.08、0.08、0.08）

玄関前（0.06、0.05、0.06）

玄関前（0.06、0.05、0.05）

生出コミセン

二又診療所

飯森公民館

最終処分場

市役所庁舎前

サンビレッジ

モビリア

矢作保育所

下矢作保育園

横田保育園

竹駒保育園

長部保育所

高田保育所

米崎保育園

小友保育所

広田保育園

平根山

玄関右脇雨樋

玄関前

玄関左側雨樋

埋設場所

南側１号棟出入口

玄関右側軒下

センターハウス左側雨樋

遊戯室前雨樋

園庭入口門

築山

砂場

保育所門手前の側溝

すみれ組軒下

砂場

運動場

園庭

牧草仮置場・しいたけほだ木

５㎝ ５０㎝ １００㎝
測定月日 測 定 場 所 場　所（詳細） 備　考

測　定　結　果

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３５）、保育所（園）は社会福祉課児童福祉係（内線
２３４）、牧草等に関することは農林課農政係（内線４７３）まで。

■放射能測定結果一覧（１、２月分：継続）

●燃えるごみ、燃えないごみは陸前高田市指定の袋で出してください。

●清掃センターでは、事業者から出る発泡スチロールやＰＰバンドなど

の産業廃棄物は受け入れしませんので、持ち込まないでください。

●庭先や空き地での家庭ごみの焼却は法律で禁止されています。

　詳しくは、市民環境課環境安全係（内線１３４）まで。

※祝日は収集しません。

　陸前高田市指定のごみ袋に行政区と世帯主の氏名を記入

し、当日の朝８時３０分までに集積場所に出してください。

・仮設住宅に住んでいる人は、

仮設住宅専用の集積場所に出

してください。

・布団やブルーシートを出す際

は、小さくたたんで、十字ま

たは２か所を丈夫なひもでし

ばって出してください。（１m

以内、紙ひもは不可）

・段ボールは５０㎝×６０㎝以

内の大きさにして、紙ひもで

しばって出してください。

・ごみを３袋を超えて出す場合

は、清掃センターに直接持ち

込んでください。

燃えないごみ・空きびん・新聞・チラシほか収集日 燃えるごみ収集日

４月のごみ収集日について４月のごみ収集日について

ごみを出す際の注意ごみを出す際の注意



２０１４年（平成２６年）　 ３月１５日号　⑧

　

県
内
に
お
け
る
狩
猟
期
間
は
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
り
３
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
１

日
か
ら
は
有
害
捕
獲
と
し
て
市
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

山
菜
採
り
や
渓
流
釣
り
等
で
山

に
入
る
際
は
、
目
立
つ
服
装
に
す

る
な
ど
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
政
係

（
内
線
４
７
１
）

　

市
で
は
、
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
た

め
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
平
成

25
年
度
第
２
回
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
、

開
催
場
所
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
（
傍
聴
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
）。

日
時　

３
月
24
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付　

午

後
１
時
～
）

場
所　

市
役
所
３
号
棟
第
３
会
議

室問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
児

童
福
祉
係
（
内
線
２
３
４
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
の
仕
事
は
、
国
の

財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担

い
、
税
務
署
な
ど
に
お
い
て
、
調

査
、
徴
収
、
検
査
や
指
導
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。

第
一
次
試
験
日　

６
月
８
日
（
日
）

受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
お
よ
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

③
人
事
院
が
②
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間
な
ど

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
（
原
則
）】

 

・
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

午
前
９
時
～
14
日
（
月
）

 

・
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.jinji

‐

shiken.go.jp/juken.htm
l

【
郵
送
・
持
参
】

 

・
申
込
先　

仙
台
国
税
局

 

・
申
込
期
限　

４
月
１
日
（
火
）

～
２
日
（
水
）（
４
月
２
日
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０
２
２

（
２
６
３
）
１
１
１
１
（
内
線

３
２
３
６
）

　

70
歳
に
な
る
と
、
誕
生
月
の
翌

月
（
各
月
の
１
日
生
ま
れ
の
人
は

誕
生
月
）
か
ら
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。
特

例
措
置
に
よ
っ
て
窓
口
負
担
割
合

は
１
割
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定

の
所
得
が
あ
る
人
は
引
き
続
き
３

割
負
担
で
す
。

○
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に
70

歳
を
迎
え
る
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
２
日
以
降
の
人
）
は
２

割
負
担

○
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70

歳
を
迎
え
た
人
（
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）
は
引

き
続
き
１
割
負
担

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

70
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、
誕
生

月
（
各
月
の
１
日
生
ま
れ
の
人
は

誕
生
月
の
前
月
）
下
旬
に
高
齢
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
そ
の
人
の

窓
口
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
で
受
診
す

る
と
き
は
、「
保
険
証
」
と
「
高

齢
受
給
者
証
」
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
高
齢
受
給
者
証
の
対
象

期
間
は
誕
生
月
の
翌
月
（
各
月
の

１
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生
月
）
か

ら
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と

な
り
、
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、「
２
割
（
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
の
高
齢

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
に
関

す
る
こ
と
…
健
康
推
進
課
国
保
係

（
内
線
１
４
０
）

・
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
に
関

す
る
こ
と
…
市
民
環
境
課
市
民
係

（
内
線
１
３
１
）

　

卒
業
や
進
学
、
新
入
学
を
迎
え

る
こ
の
時
期
、
子
ど
も
が
使
う
携

帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
携
帯

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
の
購
入
や

機
種
変
更
な
ど
の
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
子
ど
も
が
安
全
に
安
心

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
よ
う
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
・
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
か

け
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
利
用
状

況
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
と
一
緒
に

ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

保
護
者
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

の
設
置
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
青
少
年
問
題

協
議
会
（
内
線
２
３
５　

社
会
福

祉
課
内
）

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

山
に
入
る
際
は
ご
注
意
を

有
害
捕
獲
活
動
を
実
施

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
開
催

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の

ご
案
内

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

70
～
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
見
直
し

市
青
少
年
問
題
協
議
会
か
ら

有
害
サ
イ
ト
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

受
験
申
込
受
付
期
間
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

日
時

場
所

受
験
資
格

第
一
次
試
験
日

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先



⑨

★「陸前高田災害ＦＭ８０ .５MHz」では災害情報や生活関連情報を放送しています。広報りくぜんたかたと併せてご利用ください。

　

次
の
日
程
に
よ
り
、
全
血
献
血

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

４
月
８
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　

陸
前
高
田
市
役
所

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
お
願
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
社
会
課
高

齢
福
祉
係
（
内
線
２
０
２
）

　

陸
前
高
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で

は
、
世
界
寺
子
屋
運
動
の
一
環
と

し
て
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
を
回
収

し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
課
あ
て

に
持
参
ま
た
は
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

回
収
し
た
ハ
ガ
キ
は
現
金
化
さ

れ
、
発
展
途
上
国
の
教
育
支
援
の

た
め
募
金
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

陸
前
高
田
ユ
ネ

ス
コ
協
会
事
務
局
（
内
線
２
８
４

　

学
校
教
育
課
内
）

　

子
ど
も
支
援
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、
小
中
高
校
生
が
学
年
や

学
校
を
超
え
て
交
流
し
、
復
興
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
う
イ
ベ
ン
ト
「
進
め
！
高
田

っ
子
！
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
☆
」

の
第
２
弾
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
羽
市
長
、
久
保
田
副

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意

見
交
換
も
行
い
ま
す
。「
い
ろ
い

ろ
な
人
と
陸
前
高
田
に
つ
い
て
話

し
て
み
た
い
」「
市
長
や
副
市
長

に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
」

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
※
昼
食
が
出
ま
す
。

日
時　

３
月
26
日
（
水
）
午
前
11

時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

市
役
所
東
棟
第
７
会
議
室

内
容　

陸
前
高
田
に
対
す
る
思
い

に
つ
い
て
、
市
長
、
副
市
長
と
意

見
交
換

対
象
／
人
数　

小
学
４
年
生
～
高

校
３
年
生
／
30
人

参
加
料　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
22
日
（
土
）

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先　

セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
遠

野
事
務
所
☎
０
８
０
（
２
５
５
１
）

５
３
１
７
（
担
当　

山
田
）

　

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
は
、

陸
前
高
田
駅
～
高
田
病
院
駅
間
で

実
施
し
て
い
た
冬
季
ル
ー
ト
を
終

了
し
、
３
月
21
日
（
金
）
か
ら
従

来
の
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
高
田
病
院
駅
の
位
置
が
従
来

の
県
立
高
田
病
院
駅
の
前
に
戻
り

ま
す
。
高
田
病
院
駅
を
ご
利
用
の

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
気

仙
沼
Ｂ
Ｒ
Ｔ
営
業
所
☎
０
２
２
６

（
41
）
０
０
１
２
（
平
日　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
）

　

「
ち
ょ
こ
ほ
い
」
や
「
あ
ず
き

っ
ち
ょ
」
な
ど
、
初
め
て
の
人
で

も
楽
し
め
る
お
手
玉
あ
そ
び
を
し

ま
す
。
※
参
加
無
料

　
　
　

３
歳
～

日
時　

３
月
30
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

陸
前
高
田
こ
ど
も
図
書
館

（
竹
駒
コ
ミ
セ
ン
隣
）

問
い
合
わ
せ
先　

陸
前
高
田
こ
ど

も
図
書
館
☎
（
54
）
３
２
２
７

　｢コカ ･ コーラＦＩＦＡワールドカップトロフィーツアー｣ は、昨年９月にブラジル ･ リオデジャ

ネイロからスタートし、４月１２日（土）には、ＦＩＦＡワールドカップトロフィーが陸前高田市で

お披露目されます。

　「みんながつながる大会」というテーマのもと、東北から世界に元気を発信したいという強い思い

から、岩手県立高田高等学校の生徒たちによる ｢コカ ･ コーラＦＩＦＡワールドカップトロフィーツ

アー｣“東北トロフィープロジェクト”が行われます。

　当日は応援隊長を務める中山雅史さんを迎え、みんなで「チャオチャオ陸前高田」を踊ったり、地

元の学生チームと中山さんが参加する元 J リーガーを中

心としたドリームチームとのサッカー試合を行うなど、

“みんながつながる”プログラムが目白押しです。

日程　４月１２日（土）

　・開場　午前１０時

　・チャオチャオ陸前高田　午前１１時

　・トロフィーお披露目　※トロフィーと一緒に記念撮

　　影ができます。　午前１１時５０分頃

　・元 J リーガーを中心としたドリームチームとのサッ

　　カー　午後０時１０分頃

会場　高田小学校グラウンド 応援隊長の中山雅史さんと高田高校の生徒

病
気
な
ど
で
血
液
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を
！

ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

小
中
高
校
生
の
参
加
者
募
集

「
進
め
！
高
田
っ
子
！
ま
ち

づ
く
り
ト
ー
ク
☆
」
第
２
弾

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
季
ル
ー
ト
が
終
了

陸
前
高
田
こ
ど
も
図
書
館
か
ら

お
手
玉
と
わ
ら
べ
唄
あ
そ
び
の
会

コカ・コーラＦＩＦＡワールドカップトロフィーツアー

元Ｊリーガーの中山雅史さんが応援隊長！

コカ・コーラＦＩＦＡワールドカップトロフィーツアー

日
時

会
場

参
加
料

対
象
／
人
数

申
込
締
切
日

日程

会場

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

日
時

場
所

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

内
容

問
い
合
わ
せ
先

日
時

場
所

問
い
合
わ
せ
先

対
象
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 負

仏
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大
 安

3
0 大

 安

日
S
u
n
d
a
y

月
M
o
n
d
a
y

火
T
u
es
d
a
y

水
W
ed
n
es
a
y

木
T
h
u
rs
d
a
y

金
F
ri
d
a
y

土
S
a
tu
rd
a
y

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
４

月
４

月
健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
・
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0
1
4

A
pr
il

A
pr
il

 ・
休
日
当
番
医

　
石
倉
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
大
船
渡
町
）

　
☎
 （
２
１
）
２
５
２
５

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
細
川
歯
科
医
院
（
大
船
渡
町
）

　
☎
 （
２
７
）
４
１
５
８

 ・
休
日
当
番
医

　
越
喜
来
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎
 （
４
４
）
２
１
０
３

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
越
喜
来
歯
科
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎
 （
４
４
）
２
１
４
３

 ・
休
日
当
番
医

　
星
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
猪
川
町
）

　
☎
 （
２
１
）
２
６
１
１

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
横
沢
歯
科
医
院
（
住
田
町
）

　
☎
 （
４
６
）
３
０
５
０

 ・
休
日
当
番
医

　
吉
浜
診
療
所
（
三
陸
町
）

　
☎
 （
４
５
）
２
０
０
７

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
む
ら
か
み
歯
科
医
院
（
竹
駒
町
）

　
☎
 （
５
５
）
５
１
５
０

 ・
休
日
当
番
医

　
及
川
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
猪
川
町
）

　
☎
 （
２
１
）
１
２
２
７

 ・
休
日
当
番
歯
科
医

　
広
沢
歯
科
医
院
（
盛
町
）

　
☎
 （
２
７
）
４
３
１
０

◆
５
月
の
健
診
日
程
 ◆

 ・
　
７
か
月
児
健
康
相
談

　【
対
象
】Ｈ
２
５
．８
月
生

　【
受
付
】
９
：
３
０
～
９
：
４
５

 ・
入
学
式
（
第
一
中
）

 ・
　
市
民
相
談

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

＝
陸
前
高
田
市
役
所

＝
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

＝
米
崎
コ
ミ
セ
ン

＝
竹
駒
コ
ミ
セ
ン

市 ふ 米 竹

凡
　
例

１
４
日
（
水
）
７
か
月
児
健
康
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
※
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

２
８
日
（
水
）
１
歳
6
か
月
児
健
康
診
査

市
 ・
　
法
律
相
談

　
１
３
：
０
０
～
１
４
：
３
０

 ・
　
岩
手
県
行
政
書
士
会
な
ん
で
も

　
相
談
会
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

市

 ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

ふ

 ・
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
気
仙
高
田
ス
ポ
ッ
ト

　
１
３
：
３
０
～
１
６
：
３
０

 ・
出
前
法
律
相
談
１３
：３
０
～
１６
：０
０

　　
　※
要
予
約
　法
テ
ラ
ス
☎
 ０
５
０（
３
３
８
３
）１
４
０
２

ふ

 ・
　
離
乳
食
教
室
（
要
予
約
：
内
線
24
3）

　【
対
象
】Ｈ
２
５
．１
１
～
１
２
月
生

　【
受
付
】
９
：
４
５
～
１
０
：
０
０

 ・
　
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

　
　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

　
【
育
児
相
談
】
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

 ・
　
巡
回
相
談
会
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

　
１
０
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 ・
入
学
式
（
市
内
全
小
学
校
）

 ・
　
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２
３
．９
～
１
０
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

竹

 ・
　
３
歳
６
か
月
児
健
診

　【
対
象
】Ｈ
２２
．１
０
月
～
１１
月
生

　【
受
付
】
１
３
：
０
０
～
１
３
：
１
５

竹

 ・
入
学
式
（
横
田
中
）

 ・
入
学
式
（
気
仙
中
、
高
田
東
中
）

４
月
１
６
日
（
水
）
に
行
わ
れ
る
２
歳
６
か
月

児
歯
科
健
診
に
は
、
子
ど
も
が
使
っ
て
い
る

歯
ブ
ラ
シ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
保
護
者
の
歯
科
検
診
も
併
せ
て
行

い
ま
す
。

米 市竹

 ・
　
社
会
保
険
相
談
会

　
１
０
：
３
０
～
１
５
：
３
０

　　
　※
要
予
約
　一
関
年
金
事
務
所

　
　
　
　
 ☎
 ０
１
９
１
（
２
３
）
４
２
４
６

 ・
　
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
個
別
相
談
会
１
０
：
０
０
～
１
４
：
３
０

市 市

竹 米

◆
編

集
・

発
行

◆
　

陸
前

高
田

市
企

画
部

ま
ち

づ
く

り
戦

略
室

　
〒

０
２
９

－
２
２
９
２

 岩
手

県
陸

前
高

田
市

高
田

町
字

鳴
石

４
２

番
地

５
　

☎
０
１９

２
（

５
４

）
２
１
１
１

（
内

線
１７

３
）

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 h
tt

p
:/
/w

w
w

.c
it

y
.r

ik
u
ze

n
ta

k
a
ta

.i
w

a
te

.j
p
　

Ｅ
メ

ー
ル

 s
e
n
ry

a
k
u
@

c
it

y
.r

ik
u
ze

n
ta

k
a
ta

.i
w

a
te

.j
p


